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特
定
非
営
利
活
動
法
人　

自
然
と
緑

幅
広
い
活
動
で
森
林
生
態
系
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

自
然
と
緑
を
守
り
続
け
る
た
め
に

　
「
自
然
と
緑
」は
、
昭
和
56
年
に
琵
琶
湖
下
流
域

に
暮
ら
す
大
阪
府
民
の
有
志
が
、
琵
琶
湖
の
水
源
と

な
っ
て
い
る
国
有
林
な
ど
の
森
林
を
荒
廃
か
ら
守
ろ

う
と
前
身
で
あ
る
任
意
団
体「
自
然
と
緑
を
守
る
府
民

会
議
」を
結
成
し
て
以
来
、
水
源
の
涵か
ん

養
機
能
や
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
、
一
貫
し
て
森
林
生
態
系
が
地

球
環
境
に
及
ぼ
す
重
要
性
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
２
月
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
森
林
が
無
く

な
る
、
守
ろ
う
暮
ら
し
と
地
球
環
境
」を
開
催
し
、
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
平
成
７
年
に
市
民
大
学「
自

然
大
学
」を
開
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
９
年
に
は
、
和
歌
山
県
高
野
営
林
署

（
当
時
）が
管
理
す
る
約
１
ha
の
国
有
林
に
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
カ
エ
デ
な
ど

約
3
，
0
0
0
本
の
植
樹
を
す
る
と
と
も
に
、
植
樹

祭
終
了
後
に
地
元
小
学
校
の
児
童
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
約
2
8
0
人
に
よ
る
自
然
観
察
会
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
成
功
を
足
が
か
り
に
、
翌
年
に
は「
水
源
の

　
自
然
と
緑
は
、
昭
和
56
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
森
林
の
荒
廃
を
防
ぐ
た

め
、
森
林
整
備
活
動
や
企
業
の
森
で
の
活
動
指
導
、
環
境
教
育
や
自
然
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
、
幅
広
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
」に
着
手
。
琵
琶
湖
西
岸
に
あ
る
比ひ

ら
さ
ん

良
山

の
麓
、
馬う
ま
が
せ
や
ま

ヶ
瀬
山
国
有
林
の
約
１
ha
の
伐
採
地
跡
に

約
3
7
0
人
が
集
ま
り
、
2
，
3
0
0
本
の
ヒ
ノ
キ
・

ヤ
マ
モ
モ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
法
人
格
を
取
得
し
て「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

自
然
と
緑
」と
な
っ
て
か
ら
は
、
馬
ヶ
瀬
山
国
有
林
を

主
な
活
動
の
場
と
し
て
、
森
林
整
備
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
環
境
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
岐
に
わ
た
る
活
動
内
容

　

現
在
、
会
は
主
に
７
つ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
馬
ヶ
瀬
山
国
有
林
の
保
全
活
動

　

馬
ヶ
瀬
山
国
有
林
の
保
全
活
動
は
今
年
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
土
地
を
管
理
す
る
滋
賀
森
林
管
理
署

と
、
ふ
れ
あ
い
の
森
協
定
を
結
び
、「
近
江
馬
ヶ
瀬
ふ

れ
あ
い
の
森
林
」と
名
づ
け
た
森
林
で
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
食
害
保
護
・
補
植
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
間

伐
、
除
伐
、
ア
カ
マ
ツ
や
コ
ナ
ラ
の
枯
損
木
の
伐
採

整
理
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る「
大
阪
市
水
道
局
の
森
」で
も
、
水
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源
涵か

ん

養
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
里
山
林
の
除
伐

や
ア
カ
マ
ツ
の
倒
木
除
去
な
ど
の
整
備
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

②
自
然
大
学

　

平
成
７
年
に
開
講
し
た
市
民
大
学「
自
然
大
学
」

（
只
木 

良
也
学
長
）は
、
来
年
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

各
界
の
著
名
な
教
授
陣
に
よ
る
各
７
回
の
講
義
と

野
外
実
習
で
、
毎
年
50
人
前
後
の
生
徒
に
森
林
や
生

態
系
の
基
礎
か
ら
問
題
点
な
ど
を
学
ぶ
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
講
義
は
、「
森
林
の
生
態
」、「
森
林
生
態

系
と
動
物
・
熱
帯
林
と
林
産
物
」、「
森
林
資
源
・
ま

と
め
」な
ど
の
７
回
、
野
外
実
習
は
、「
夏
緑
林（
冷
温

帯
林
）の
生
態
観
察
と
自
然
観
察
の
方
法
実
習
」（
金
剛

山
）、「
森
林
管
理
・
森
林
作
業
体
験
」（
馬
ヶ
瀬
山
）、

「
冬
鳥
の
観
察
」（
鶴
見
緑
地
公
園
）な
ど
の
７
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

③
企
業
の
森
活
動

　

今
年
10
年
目
を
迎
え
た
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
の

奥お
く
し
ま
や
ま

島
山
国
有
林
に
あ
る「
N
T
T
ド
コ
モ
近
江
奥
島

の
森
」、「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
近
江
奥
島
水
源
の
森
」を
は

じ
め
、
奈
良
県
奈
良
市
の
忍に
ん
に
く
せ
ん

辱
山
国
有
林
の「
N
T
T

ド
コ
モ
大
和
ま
ほ
ろ
ば
の
森
」、
兵
庫
県
三
田
市
の
加

茂
山
国
有
林
の「
N
T
T
ド
コ
モ
兵
庫
三
田
の
森
」で
、

企
業
の
森
林
整
備
活
動
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

④
炭
焼
き

　

間
伐
、
除
伐
、
枯
損
木
処
理
な
ど
の
活
動
で
出
た

木
材
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
、
定
例
活
動
と
併
せ
て

月
1
回
炭
を
焼
い
て
い
ま
す
。
自
然
大
学
で
学
ん
だ

土
壌
改
良
の
実
践
と
し
て
、
炭
を
土
壌
に
埋
め
戻
す

な
ど
の
実
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
森
の
楽
校

　

次
世
代
を
担
う
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た「
森
の

特定非営利活動法人

自然と緑

●会員数
　225 人（平成25年7月現在）
●活動フィールド　　
　滋賀県大津市北小松地域
　（馬ヶ瀬山国有林・大阪市水道局北小松用
　地）ほか
●活動日
　毎月第４日曜ほか随時
　（会報、ホームページを参照）
●ホームページ
　http://home.att.ne.jp/iota/sizen_midori/

楽
校
」で
は
、
間
伐
体
験
で
出
た
木
材
で
イ
カ
ダ
を
組

み
、
琵
琶
湖
で
遊
ぶ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
遊
び
を

通
し
て
森
林
の
大
切
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
森
林
と
市
民
を
つ
な
ぐ
活
動

　

年
間
を
通
し
て
、
野
草
料
理
、
草
木
染
、
つ
る
か

ご
教
室
、
自
然
の
素
材
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
製
作
の

指
導
な
ど
、
森
林
と
市
民
を
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑦
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
な
ど

　

会
員
と
一
般
参
加
者
を
対
象
に
、
健
全
な
森
林
が

私
た
ち
に
水
を
供
給
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識

し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
月
1
回
、
自
然
観
察
を
主
と

し
た「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
ク
」で
近
畿
一
円
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
ほ
か
に
、
琵
琶
湖
を
1
周
す
る「
琵
琶
湖
周
行
２

３
５
」、
淀
川
を
河
口
の
大
阪
湾
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
遡

る「
淀
川
探
訪
」な
ど
、
各
地
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら

歩
く
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
年
齢
層
と
地
域
の
拡
大
を

　
「
自
然
と
緑
」で
は
、
大
阪
府
に
在
住
す
る
60
〜
70

代
の
活
動
参
加
者
が
多
い
た
め
、
地
元
滋
賀
県
か
ら

の
参
加
や
若
者
の
参
加
を
増
や
す
と
と
も
に
、
地
元

団
体
と
の
連
携
も
強
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
4
日
曜
日
の
馬
ヶ
瀬
山
国
有
林
で
の
活
動

は
、
予
約
申
し
込
み
が
不
要
な
た
め
当
日
参
加（
午
前

10
時
集
合
）も
可
能
で
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
も
、
最
寄

り
の
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
北
小
松
駅
か
ら
徒
歩
10
分
と
ア
ク

セ
ス
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
、
会
で
は
地
元
か
ら
の

よ
り
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

草木染体験

自然大学実習風景（奈良県春日山）

「森林の小楽校」での間伐体験（馬ヶ瀬山国有林）

自然大学室内講義
「環境と人間」
（只木 良也学長）
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